
 

                          

【 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 を 活 用 し た 物 価 高 騰 対 策 に つ い て 】        

Ｑ   令和４年度地方創生臨時交付金の活用に向けた                                                                             

今後の取り組みは？  

Ａ    市長  

「原油価格・物価高騰等総合対策」の中で、今回の

臨時交付金については「コロナ禍における原油価格・物価高騰対

応分」と位置付けられ、地方公共団体が実施する生活に困窮する

方々の生活支援や、学校給食費等の負担軽減など子育て支援、中

小企業等の支援といった取り組みをしっかり後押しするものと

されたところである。このため、特に生活者の負担軽減を図る観

点から、給食費の関係のほか、広く市民の皆様に負担軽減が及ぶ

対策を検討するよう関係部局に指示をしており、関連経費につい

ては本会議中に追加の補正予算として提案を予定している。   

【６月定例会追加補正予算が可決】  

物価高騰対策事業費・・２億１２９７万円  

(財源は国からの地方創生臨時交付金を活用 )  

・学校給食費の無償化（８月～１２月）  

市内の小中学校、義務教育学校、および市内の保育園や  

認定こども園等も含まれる。  

・市給食センターに対し、食材高騰分を今年４月から１年  

間公費負担。  

・市内全世帯に対して指定可燃ごみ袋の大、中サイズ各１０  

枚を無料配布。  等     

６月定例会だより  一般質問  Ｑ＆Ａ  


